
Ⅰ．はじめに

　本報では，北部九州の福岡県南部に聳える釈迦・御前岳山系の

ブナ天然林の林分構造と種類組成等を調査し，その結果と先に報

告した背振山系（1）や英彦山山系（2），古処山山系（3）及び

九州中央山地（4）のブナ林との関連性と植生的特性について比

較検討したので，概要を報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査地は，山系の標高約１０００m以上に分布するブナ林である

（図－１）。標高や地形，斜面の方位と型によって異なる植生の状

態を考慮して，ブナ分布域の中に６箇所の調査地点を選定，標準

的な林相を示す所に２５×２５m方形プロットを２個ずつ，計１２個を

設置した。プロットの概況を表－１に示す。次に各プロットごと

に階層区分後に，低木層以上については樹高と胸高直径を毎木調

査した。樹高は測高器と目測とを併用し１m単位までを，胸高

直径は直径テープを用い１ cm括約で計測した。草本層について

は各方形区の中に，１×１m調査枠をランダムに２０個設置し，出

現する種をブラウン・ブランケの６被度測度（＋，１～５）によ

り表示した。なお優占度は低木層以上については樹種ごとに胸高

断面積合計を求め，草本層は種ごとの平均被度値を算出した。こ

れらの調査 ･計測は２００２年８月に実施した。

Ⅲ．結果と考察

　１．　樹高と胸高直径の構成

　ブナを含む低木層以上の全樹木本数は，P－１；２１２，P－２；

１８４，P－３；２０４，P－４；１９８，P－５；２２３，P－６；２１７で あ り，

各プロットの樹高及び胸高直径の相対頻度を図－２と図－３に示

す。各プロット全体の樹高・胸高直径の平均値はＰ－１；１１．２m・

３０．１cm，P－２；１１．８m・３２．３cm，P－３；１１．８m・３２．６cm，P －

４；１０．４m・２９．１cm，P－５；１１．８m・３１．４cm，P－６；１１．０m・

２９．６cmであった。ブナは樹高が１５m前後から２２mに，胸高直径

は３０cm前後より７２cmの範囲にほぼ集中傾向がみられたが，分布

の中心は樹高２０m付近に，胸高直径は６０cm前後に現われた。ブ

ナは高木層と亜高木層を主に占めたほぼ一斉林型をとったが，樹

高７～９m，胸高直径２８～３４cmで低木層に出現する個体群も少

数存在した。しかし樹高７m以下の個体群は無かったことから，

本山地のブナ林は稚樹から若齢木が少ない不連続なサイズ構造を

もつ林分といえる。

　２．種類および生活型の組成

　各地点の植生概況を表－２に，ブナを含む低木層以上の胸高断

面積合計の百分率で表した生活型組成を図－４に示す。総てのプ

ロットが暖温帯性の常緑広葉樹林から冷温帯性落葉広葉樹林への

移行植生であり，特にブナが３０％以下の低い組成率を示す P－

１・ P－４・ P－６は南向き斜面で，アカガシやアセビが優占する

林分であった。P－２・ P－３・ P－５は北向き斜面のため，ブナと

落葉広葉樹の占有率が８０％以上に達し，落葉樹林の相観が強い森

林といえる。各プロットの林床はいずれもスズタケが優占するサ

サ型で，これは九州中央山地の典型として報告されている植生型

（4）に極めて近く，共通性が高い。林床にスズタケが一部優占

する英彦山山系（2）とは若干の類似性が見られた。しかしミヤ

コザサの背振山系（1）と低木型の古処山山系（3）はタイプが

違う準山陰型（4）で，本山系は太平洋側のブナ林に属すると見

てよい。

　３．ブナ群落と本山系の特性

　本ブナ林の特性は，北斜面では標高９８０m，南斜面では１０００m

以上から本数も密になり，九州ではやや高い標高での出現となっ

た。特に南斜面は標高１０００m付近までアカガシ・モミ・ツガ林で，

ブナの出現本数は少なかった。これは，南斜面より北斜面の方が

積雪や雲霧による冷涼な気象環境の影響を受けてブナの出現・生

育に有利に効いているためと考えられる。

　以上，本山系のブナ天然林は，九州山地と同質の日本外帯型で，

中間温帯林から冷温帯林への移行型ブナ林といえる ｡
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図－２．各プロットにおける低木層以上の樹高頻度分布
□：ブナ　■：他樹種　　　　　　　

表－１．調査プロットの概況

地形・斜面型傾斜度　斜面方位標高方形区面積No.調査地

尾根・凸型１８～２６°S８°W・S９°E１１９０～１２００m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－１釈迦ヶ岳

尾根・平衡２８～３１°N８°W・N３°W１１４０～１１８０m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－２

山腹・凸型２２～２９°N９°E・N３０°W１０７０～１０９０m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－３山系稜線部

尾根・凸型３２～３４°S１６°W・S５°E１０５０～１０７０m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－４

尾根・凸型２６～３０°N５°W・N５°W１０４０～１０８０m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－５御前岳

山腹・平衡２９～３４°S３°E・S８°E１１００～１１２０m１２５０m2（２５×２５m×２個）P－６

図－３．各プロットにおける低木層以上の胸高直径頻度分布
□：ブナ　■：他樹種　　　　　　　　　

表－２．プロットの植生概況

立地環境林床植生型主要高木樹種植生相観No.

南斜面向陽地ササ（スズタケ）型ブナ・イヌシデ・ヒメシャラ落葉広葉樹林P－１

北斜面向陽地ササ（スズタケ）型ブナ・コハウチワカエデ・シキミ落葉広葉樹林P－２

北東斜面日陰地ササ（スズタケ）型ブナ・イヌシデ・リョウブ落葉広葉樹林P－３

南西斜面半陰地ササ（スズタケ）型ブナ・モミ・リョウブ落葉広葉樹林P－４

北西斜面日陰地ササ（スズタケ）型ブナ・コハウチワカエデ・シキミ落葉広葉樹林P－５

南東斜面半陰地ササ（スズタケ）型ブナ・ミズナラ・リョウブ落葉広葉樹林P－６

図－４．各プロットにおける低木層以上の生活型組成
　　　　□：ブナ　　　　　　　　　　　　
　　　　　：落葉広葉樹（リョウブ・イヌシデ・ミズナラ等）
　　　　■：常緑広葉樹（アカガシ・イヌツゲ・アセビ等）
　　　　�：常緑針葉樹（モミ・ツガ・アカマツ・カヤ等）


